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協働・共感で響きあう まちづくりをLEADする

京丹後市商工会
京丹後市

商工会だより

　5月22日、KISSUIEN Stay&Food（峰山町杉谷）にて、第18回通常総代会を開催いたしました。
総代会は、行待会長の挨拶の後、議長に梅田孝幸氏（網野地区）を選出し議案審議が行われ、提出された全議案ともに原案どおり承認可決されました。

第１号議案 定款一部改正の件
第２号議案 令和５年度事業報告並びに収支決算承認の件
第３号議案 令和６年度事業計画並びに収支予算決定の件
第４号議案 令和６年度借入限度額並びに借入先承認の件
第５号議案 総代会権限の一部を理事会及び
　　　　　会長委任とする件
第６号議案 任期満了に伴う役員改選の件

　新型コロナウイルス感染症の５類移行による人流の回復、供給制約の緩和等によってゆるや
かに地域経済の回復が見られる一方で、物価高騰や人手不足の課題など、新たな課題に直面し
ています。防衛的賃上げを実施している事業所も多く、適正な価格転嫁のための適切な価格交
渉、持続的な賃上げ、賃上げ原資確保に向けた生産性向上の取組みが欠かせないものとなって
います。
　こうした課題を乗り越えて頂くため、本会では、価格交渉の質を向上させ、コスト増加分の十
分な価格転嫁の促進を図ること、省力化投資等を通じた生産性向上の取組みや、ＧＸやＤＸを通
じた事業変革により新規需要獲得や付加価値向上を図る取組みなど、激変する経営環境変化
に対し積極的に適応していく取組みを重点的に支援していくことと致します。
　国をはじめ京都府、京丹後市にて、新型コロナウイルス感染症等の影響を受けた事業者に対
し、手厚い事業の継続や雇用の維持に向けた緊急的な支援策が実施され、廃業や倒産は比較
的低水準で推移してまいりましたが、これら支援策の終了を境に一転して増加に転じました。こ
れまで以上に京都府をはじめ京丹後市、関係諸機関並びに金融機関等との連携を強化し、コロ
ナ関連融資の返済開始に伴う「金融・経営一体型支援体制強化事業」による資金繰り、事業再
生や経営改善支援、後継者不在事業所の事業承継支援など、経営者の皆様に寄り添った支援
に注力してまいります。
　また、将来ビジョン検討委員会にて策定したアクションプランを規範とし、地域経済の回復に
向けた活動を強力に推し進めるとともに、各部会の活動をはじめ、地域の活性化に貢献する活
動、地域、業界の振興に向けた事業も積極的に推進してまいります。
　なお、昨年度、役職員と会員、地域の会員相互のコミュニケーションを深めること等を目的に
エリアコミュニケーション事業を実施いたしました。本事業を継続実施することで、引き続き役
職員と会員の皆様とのコミュニケーションの活性化により、更なる帰属意識の醸成、商工会組織
の強化を推し進めてまいります。
　未曽有の災害とも言うべき新型コロナウイルス感染症の感染拡大を経験し、経営支援の手
法、組織運営等についても定着した新しい常態・常識（ニューノーマル）に適応していかなけれ
ばなりません。財政状況も踏まえ、持続可能な運営体制の在り方検討委員会（仮称）を設置し、
検討を進めてまいります。
　会員各位、関係者各位のご理解ご協力を切にお願いするところであります。

■令和６年度　基本方針

■重点事項

■令和６年度収支予算 （令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

（１）激変する経営環境に対応した伴走支援の強化
（２）小規模企業対策事業（国・府・市の施策）の積極的な推進
（３）賃上げ、人材（後継者含む）不足や働き方改革等制度改正に伴う対応支援
（４）組織基盤強化対策の積極的な推進と持続可能な運営体制の検討
（５）地域活性化のための意見集約と提案活動の強化
（６）部会活動の活性化推進
（７）経営発達支援計画の評価と業務改善（支援体制の総点検と計画の見直し）
（８）丹後地域ビジネスサポートセンター事業の推進
（９）各種共済制度増強活動の推進
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142,451,046
86,532,026
49,160,000
24,981,472
2,000,000
275,456

305,400,000

経営改善普及事業指導職員設置費
経営改善普及事業指導事業費
地域総合振興事業費
管理費
資産取得支出
予備費
合計

（支出の部） 単位：円
科　　　　　目 金　　額

238,225,050
51,274,369
15,900,581
305,400,000

補助金等収入
会費、手数料等収入
繰越収支差額
合計

（収入の部） 単位：円
科　　　　　目 金　　額

■令和５年度収支決算 （令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

補助金等収入
会費、手数料等収入
受託料収入
繰越収支差額
合計

244,566,532
61,048,482
275,000

22,832,489
328,722,503

（収入の部） 単位：円
科　　　　　目 金　　額

経営改善普及事業指導職員設置費
経営改善普及事業指導事業費
地域総合振興事業費
受託事業費
管理費
資産取得支出
次期繰越収支差額
合計

133,313,614
98,801,557
42,629,000
275,000

35,477,992
2,324,759
15,900,581
328,722,503

（支出の部） 単位：円
科　　　　　目 金　　額

補助金等収入
74.40%

会費、手数料等収入
18.57%

受託料収入 0.08%

令和5年度
決算収入

繰越収支差額　6.95%

経営改善普及事業
指導職員設置費
40.55%

管理費
10.79%

経営改善普及事業
指導事業費　30.06%

令和5年度
決算支出

資産取得支出　0.71%

地域総合振興事業費
12.97%

次期繰越収支差額　4.84%

受託事業費
0.08%

経営改善普及事業
指導職員設置費
46.64%

経営改善普及事業
指導事業費　28.33%

地域総合
振興事業費
16.10% 令和6年度

予算支出

資産取得支出　0.66%
管理費　8.18%

補助金等収入
78.00%

会費、手数料等収入
16.79%

令和6年度
予算収入

繰越収支差額　5.21%

予備費　0.09%

全体風景



経営発達支援計画 令和6年度 伴走型小規模事業支援推進事業

地域経済動向調査『D.I』報告地域経済動向調査『D.I』報告

◎市内事業所（約100社程度）を、ヒアリングした景気動向結果を指標化し、「D.I」値としています。

業種
売 上 高
採 算
資 金 繰 り
業 況
業種

売 上 高
採 算
資 金 繰 り
業 況
業種

売 上 高
採 算
資 金 繰 り
業 況
業種

売 上 高
採 算
資 金 繰 り
業 況

3月 4月 前月比 前年同月値

5.0
▲ 9.0
▲ 7.0
▲ 17.0

0.0
▲ 14.3
0.0

▲ 35.7

▲ 20.0
▲ 20.0
▲ 13.3
▲ 13.3

35.7
7.1

▲ 7.1
0.0

6.0
▲ 16.0
▲ 14.0
▲ 18.0

▲ 21.4
▲ 35.7
▲ 14.3
▲ 71.4

▲ 26.7
▲ 13.3
▲ 13.3
▲ 13.3

21.4
▲ 14.3
▲ 21.4
▲ 7.1

1.0 
-7.0 
-7.0 
-1.0 

-21.4 
-21.4 
-14.3 
-35.7 

-6.7 
6.7 
0.0 
0.0 

-14.3 
-21.4 
-14.3 
-7.1 

4.0
▲ 15.0
▲ 5.0
▲ 4.0

▲ 7.1
▲ 14.3
▲ 7.1
▲ 14.3

▲ 13.3
▲ 6.7
0.0

▲ 13.3

28.6
7.1

▲ 7.1
21.4

7.1
▲ 21.4
▲ 7.1
▲ 35.7

▲ 14.3
7.1
7.1

▲ 14.3

▲ 14.3
▲ 21.4
▲ 28.6
▲ 35.7

40.0
0.0
0.0
13.3

▲ 14.3
▲ 28.6
▲ 21.4
▲ 35.7

57.1
0.0
7.1
7.1

▲ 14.3
▲ 7.1
▲ 21.4
▲ 35.7

40.0
▲ 13.3
▲ 13.3
26.7

-21.4 
-7.1 
-14.3 
0.0 

71.4 
-7.1 
0.0 
21.4 

0.0 
14.3 
7.1 
0.0 

0.0 
-13.3 
-13.3 
13.3 

0.0
▲ 42.9
▲ 7.1
▲ 35.7

7.1
0.0
0.0
0.0

▲ 21.4
▲ 21.4
▲ 14.3
▲ 28.6

33.3
▲ 26.7
0.0
40.0

3月 4月 前月比 前年同月値
産 業 全 体

機 械 金 属 業

建  設  業

観  光  業

織  物  業

工 　 　 業

商 　 　 業

サ ー ビ ス 業

　女性部間や女性部員同士の交流事業の一環であるおもてなし交流事業が全国で推進され
る中、兵庫県の宍粟市商工会女性部様よりお申込みいただき、ちりめんかばんへの染色体験、
豪商稲葉本家の見学、お菓子司あん・かに
はんと木下酒造でのショッピングをご提
案させていただきました。昼食には京丹後
の郷土食でもある「ばら寿司」を召し上
がっていただき、丹後の食文化にも触れて
いただきました。
　限られた時間ではありましたが、女性部
間の交流を深め、京丹後市の魅力を感じて
いただける事業となりました。

おもてなし交流事業受け入れ（5月12日）

　与謝野町商工会女性部様よりおもてなし交流事業の
モニター協力の依頼を受け、当会女性部１０名が参加
しました。
　新たにプランに追加される予定の「裂き織」の体験を
し、手織りの機械を使ったオリジナル作品を制作しま
した。体験後の意見交換を通して、事業の資質向上に取
り組まれるとのことです。また、当会女性部としても今
後のおもてなし交流事業の参考となりました。

おもてなし交流事業モニター参加（５月19日）

商工会女性部事務局
TEL：62-0342

私達と共に、女性部の活動に
参加しませんか？

部員募集中部員募集中

　４月１１日(木) KISSUIEN Stay & Foodにおき
まして、７名の来賓にご臨席賜り、本人出席４９名・
委任出席２５名の合計７４名にて青年部第１８回通
常総会を開催し、提出された議案は全て承認可決さ
れました。

懇親会ではこれまで青年部を支えてくれた
先輩たちの卒業式が行われました。

これまでの青年部活動お疲れさまでした。
そして、長い間本当にありがとうございました。

京都府最大部員
数

青年部通信
������������������������������

若手事業者募集中
申込・詳細は京丹後市商工会

青年部事務局まで
℡0772-62-0342

第18回通常総会を開催しました

第1号議案 令和５年度事業報告並びに収支決算承認の件
第2号議案 令和６年度会費賦課額並びに徴収方法決定の件
第3号議案 令和６年度事業計画並びに収支予算決定の件

国税庁HP国税庁HP

　定額減税とは、納税者の税額から一律に一定額を差し引く減税方法です。
令和６年度の定額減税では、令和６年分の所得税（個人住民税は令和６年度分）に限って実施
されます。
減税を受けられるのは令和６年分（個人住民税は令和５年分）の合計所得金額が
１，８０５万円以下（給与所得者のみの場合、給与収入２，０００万円以下）の納税者
本人です。
減税のタイミング、所得者別の減税方法等詳しくは国税庁HPをご覧ください。

定額減税が実施されます定額減税が実施されます

減税額
所得税
３万円
３万円

１人につき３万円

個人住民税（所得割）
１万円
１万円

１人につき１万円

納 税 者 本 人
同一生計配偶者
扶 養 親 族

相談無料･秘密厳守

商工会と京都府事業承継・引継ぎ支援センターでは、様々な支援策を駆使して事業を次の世代に
バトンタッチするためのお手伝いをさせて頂きます。

　京都府織物・機械金属振興センターでは織物業や機械金属
業等の製造業者が直面する様々な技術的課題に対し、専門家
とともに巡回し支援を行っています。お困りの際にはぜひ当
センターにご相談ください。

　当会の意欲ある部会事業推進助成金は、部会事業を活性化し、複数の会員事業者及び既存の組
合等が関わることによる相乗効果、また部会の枠を超えた異業種での取組みによる業界の振興を
目的として実施しています。令和６年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付け
が５類感染症に移行したことを受け、社会経済活動の正常化が進みつつある中、将来を見据えた
目的・目標を持ち、実現に向けて取り組む活動を重点的に支援いたします。

事業承継・事業継続に備える
出張個別相談会のご案内
事業承継・事業継続に備える
出張個別相談会のご案内

開催日程 6月19日（水）･8月21日（水）･10月16日（水）
12月18日（水）･2月19日（水）

相談時間 13：00～14：30 ・ 15：00～16：30
相談会場 京丹後市商工会本所

京都府織物・機械金属振興センター
４月25日（木）～３月19日（水）受付期間

TEL:0772-62-7401

申込み・問合せ
TEL：075-353-7120  FAX：075-353-7121京都府事業承継・引継ぎ支援センター
TEL：0772-62-0342  FAX：0772-62-3553京丹後市商工会

●事業承継や譲渡などに取り組み次代に継続させたい　●事業承継の手順・方法を詳しく聞いてみたい
●事業売却や廃業などを視野に入れて方針を立てたい　●事業継続に向けて業績回復のヒントが欲しい
●後継者への引継ぎ準備や人材の育成について話が聞きたい

ご相談例

４月11日　織物業部会
　  〃　　 青年部
４月12日　工業部会
４月16日　女性部
４月22日　商業部会

４月23日　観光業部会
４月26日　建設業部会
５月14日　サービス業部会
５月21日　機械金属業部会
５月22日　壮青年部

（商業部会総会の様子）

以下の通り部会総会を開催しましたので報告いたします。
総会では「令和５年度事業報告並びに収支決算」、「令
和６年度事業計画並びに収支予算」などの議案を決
議しました。

部会総会の報告部会総会の報告

織物・機械金属等巡回支援事業のご案内織物・機械金属等巡回支援事業のご案内

申込・問合せ

無料
支援料

令和６年 令和７年

令和６年度

令和6年 6月３日（月）～6月28日（金）
令和6年4月1日以降に開始する事業であり、原則として令和7年2月末日までに
完了する事業であること。

① 各業界の総合的な改善・発展及び活性化に貢献する事業
② 各業界の社会一般の福祉の増進に資する事業
③ 本制度を利用して、過去に同一の事業、若しくは同一と認められる酷似し
　 た内容で助成金を受けていない事業（視察研修事業を除く）
④ その他、上記に準ずる事業で、審査会において適当と認められた事業対 象

事業内容

助 成 額

そ の 他
事 項

対 象
事 業 者

募集期間

グループ内で目指すべき目的・目標を定め、その目的・目標に向かって
段階的に取り組んでいくスタートアップ事業等を重点的に支援します。

●交付申請額は、１団体につき50万円を限度とし、対象経費の範囲内で申請
　してください。（※申請額については1,000円未満の端数は切り捨て）

本助成金の詳細につきましては、商工会本支所、当会ホームページ
（https://kyotango.kyoto-fsci.or.jp/）にてご確認ください。

※国などが助成する他の制度との併給はできません。

承認された議案は下記のとおりです。

『意欲ある部会事業推進助成金』の募集について

(1) 事業を協力して取り組もうとしている複数の事業所（原則３事業所以上）
　で、構成員の商工会員割合が100％のグループ等。
(2) 商工会員である団体・組合等。（NPO法人、有限責任事業組合を除く）

日程が合わない場合には
別日の対応も可能です。
ぜひご活用ください。

染色体験の様子

裂き織体験の様子


